
経営安定化の為のキャッシュフロー（資金繰り）改善フロー

キャッシュフローの改善 営業キャッシュフロー改善 利益の改善 売上拡大 → マーケティングミックスの最適化 1

製品・商品（高品質PB受託を柱）

価格（粗利ﾐｯｸｽだが、高付加価値帯中心）

店舗内外装（リニューアル、CP重視）

接客（研修教育等）

立地（新店出店、商圏内での浸透）

プロモーション（ディスプレイ、告知）

粗利益向上 → 原材料コストの削減 2

（製造原価削減） 原料調達先の見直し（新規調達先の開拓）

原料の見直し（品質・価格のﾊﾞﾗﾝｽ検討）

調達交渉（相見積もりの徹底）

労務費削減 3

製造工程見直し（省力化工程）

レイアウト見直し（省力化レイアウト）

生産性管理、評価制度（評価と給与の連動）

パート・アルバイト化（公的支援制度等）

その他経費削減 4

補助科目別での見直し

販管費削減 → 人件費見直し 5

業務の洗い出しと、無駄な業務のカット

生産性管理、評価制度（評価と給与の連動）

外部委託の検討

パート・アルバイト化（公的支援制度等）

その他経費削減 6

補助科目別での見直し

物品購入の厳格化

外部委託費の見直し

売上債権の適切性向上 回収期間の短縮 → 取引条件の見直し（入金サイト） 7

※卸販売を行う場合 取引条件の運用厳格化

回収率の向上 → 取引先与信情報の早期取得 8

新規取引先与信情報の確認

占有率の制限 → 社内基準の設定（高すぎる占有率を警戒） 9

高占有率顧客の監視強化（入金状況等）

仕入債務の適切性向上 支払期間の適切性 → 取引条件の見直し（支払サイト） 10

取引基本条件の締結（債権譲渡禁止条項等）

占有率の制限 → 社内基準の設定（高すぎる占有率を警戒） 11

高占有率顧客の監視強化

棚卸在庫の適切性向上 残高の圧縮 → 計画仕入・生産・販売体制の徹底 12

製造工程の見直し

ジャストインイム

歩留率の向上 → 製法の改善 13

原料使用の無駄を省く意識改革

原料保管方法の見直し

投資キャッシュフロー改善 投資判断の適切性向上 投資対象の厳選 → 投資対象の比較検討徹底（機能、性能、価格） 14

調達業者の比較検討徹底（価格、納期、サービス）

投資効果の予測 → 収益貢献の予測（投資貢献による売上） 15

投資回収時期の予測

財務キャッシュフロー改善 調達・返済手段の確保 長期資金調達手段 → 公的制度の活用（自治体の制度融資、国の制度等） 16

資本増強策

短期資金調達手段 → 動産・債権担保による機動的運転資金調達 17

調達・返済スケジュールの適切性

調達し易い体制の整備 長期資金調達 → 事業計画書（３～５年間） 18

キャッシュフロー予測

短期資金調達 → 月次キャッシュフロー計算書 19

月次売上債権一覧（担保適格債権の把握）

月次在庫一覧（担保適格在庫の把握）
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経営管理体制の整備
（業務フロー、帳票、決済基準、会議体、情報共有等）
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